
　　　　

令和７ 年 2 月 14 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 元気を創る

事業所名 ニコたま 作成日支援プログラム（参考様式）

・感覚を通して得た情報を活用し、認知機能の発達を促します。
・空間・時間の概念の形成を図ることにより、それを認知や行動へ繋げられるよう支援します。

・ジェスチャーや指差し等を用いて環境の理解や意思の伝達ができるように支援を行います。
・相手の意図を理解する力や自分の考えを伝える力を伸ばし言葉やジェスチャー等で表出する支援を行います。

・集団に参加するための手順やルールを理解し、遊びや集団活動に参加できるよう支援します。
・見立て遊び、ごっこ遊びや並行遊び、協同遊びを通して徐々に社会性の発達を促す支援を行います。

支援方針

〇常に保護者に寄り添える環境　〇連携を大切にする
〇ご家族の想いを大切にする　　〇ひとり1人に合わせた支援を行う

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・プール、ハロウィン、クリスマス会など季節を感じられるような活動
・買い物や公園活動など公共の場を利用する活動

（別添資料１）

家族支援

・送迎時のお話や定期的な個別の相談援助を行い、関わり方や支援の方法をご家
族と一緒に検討します。
・保護者向けの座談会や親子療育内の座談会を行い、保護者同士の交流の場や困
り感を共有する機会を作ります。

移行支援

・園訪問を行い、園でのお子様の様子を見させていただいたり園の先生と
情報共有を行ったりします。
・就学時期には保護者様の許可を得て移行先へ情報提供等を行います。

地域支援・地域連携

・必要な関係機関との連携を行います。

職員の質の向上

法人内外の研修への参加
法人内のＯＴからの助言

支　援　内　容

・基本的な生活リズムや日常生活スキル獲得への支援を行います。
・生活環境を把握し、個々に合った環境を整えられるようご家族とも情報共有を行います。

・遊びや活動を通して、視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるように支援を行っていきます。
・小集団または集団活動を通した作業療法士、言語聴覚士による身体動作の向上、体幹バランスの向上などを促す支援をします。
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